
名城大学

理工学部　電気電子工学科

理工学研究科　電気電子工学専攻

科学技術に関する基礎学力と専門能力を活かし、
時代をリードする電気電子技術者・研究者を育成します。

Department of Electrical and Electronic Engineering, Meijo University

先端技術の、その先へ。

研究実験棟Ⅲ研究実験棟Ⅲ



1

科学技術のキーテクノロジーを担う、
電気電子工学のスペシャリストを育てます。

［電気工学コース］および［電子システムコース］の２コース制で優秀な技術者を養成。

３つの特色

教育

エネルギー、ロボット、ナノテク、情報通信など、幅広い分野の基礎知識と応用力を身に付けた
「モノづくり」を担う人材の育成のため「実感教育」を推進します。

基礎学力の養成に加え、電気電子機器のハードウェアとそれらをコントロールする
Ｃ言語などのソフトウェアの双方を重視した専門教育を実施します。

電気系資格の取得をサポートするなど、実社会で通用する技術者の育成をめざしています。

総
合
基
礎
部
門

理
工
学
基
礎
科
目

❶

❷
❸

電気電子工学分野は、電気エネルギーから情報通信までの
幅広い領域を含んでいます。そこで本学科では、一人ひとり
の学生が早い段階で将来の進路に応じた有意義な学びを
展開できるよう、「電気工学コース」と「電子システムコース」
の２コース制を導入。「電気工学コース」では電気エネル
ギーや半導体、ナノテクの分野を中心とした「電気主任技術
者」の資格取得に有利なカリキュラムで構成されています。
「電子システムコース」はロボット制御や情報通信の分野
に組み込みシステムの分野を加えた教育を行いながら、社会
の要請に応えられる優秀な技術者を育成していきます。

● コースの選択は、電気電子工学のことを理解した上で2年次に行います。

Curriculum 教育課程

私たちの暮らしは、電気を用いた多くの機器によって支えられています。
電気を作り出している発電機から、電気を家庭や工場へ届ける電力
ネットワーク、テレビやパソコン、スマートフォンなど日常生活で使用して
いる電気製品まで、電気電子工学はそのすべての過程にかかわって
います。日本の主力工業製品である自動車も電気で走る時代を迎え、
電気電子工学が果たす役割は、ますます大きくなってきています。

本学科では「電気工学コース」「電子システムコース」の２コースを設け、
「エネルギー•環境」「電子物性•デバイス」「システム•情報通信」「電子
生命情報」の４つの教育•研究分野を柱にカリキュラムを編成。基礎
学力と専門能力をバランス良く修得できるように配慮することで、科学
技術のキーテクノロジーを担う電気電子技術者•研究者を育成します。

電気電子工学
基礎科目

電気工学コース
進路

エネルギー ・ 電気電子 ・ 自動車 ・ 鉄道
半導体 ・ ナノテク ・ 通信 ・ 情報処理

などの企業

通信 ・ 情報処理 ・ 自動車 ・ 鉄道
組込みシステム ・ エネルギー

などの企業

中学校 ・ 高等学校教員 ・ 大学院進学

中学校 ・ 高等学校教員 ・ 大学院進学

電子システムコース

「電気磁気学」
「電気回路」
「電子回路」

「プログラミング」
「デジタル回路」

など

［共通］
「卒業研究」

「電気電子ゼミナール」
「電気電子工学実験」

など

「エネルギー工学」「電気化学」「物性論」「半導体工学」
「制御工学」など

「組込みシステム」「データベース」「通信システム」「ネットワーク」など

［選択必修］
（重点科目）

［選択］

［選択必修］
（重点科目）

［選択］

「組込みシステム」「データベース」「制御工学」「通信システム」
「ネットワーク」など

「エネルギー工学」「電気化学」「物性論」「半導体工学」など



通信システムは、携帯電話をはじめとする社会に
不可欠なインフラであり、ドローン、ロボット、自動車
の自動運転といった最先端技術においてもその
重要性を増しています。この授業では、電波による
情報伝送の仕組みを理解するためのフーリエ解析
に加え、高速通信を実現するための変調・復調
方式や多重化方式について学びます。
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科学技術が複雑化、高度化する現在、幅広い専門知識と豊富な実務経験を備えたプロフェッショナル
をめざして大学院に進学する学生が増えています。大学院では、単に電気電子工学の知識を習得するだ
けでなく、最先端の研究開発に触れることを通じて、論理的な思考力や創造的な課題解決力、プロジェ
クトマネジメントスキルを培います。また、国内外での学会に参加し、発表を行うことで、理系学生が苦
手とする表現力やプレゼンテーション力、コミュニケーション力を身につけることができます。

Pick up 学科の科目

電気磁気学

理工学研究科 電気電子工学専攻
大学院

テレビやラジオには電磁波が、電気自動車には電磁
力が用いられているように、電気磁気学の応用技術
は生活のさまざまなシーンに活かされています。この
授業では、電荷と電場、電流と磁場、電磁誘導と電
磁場などを定量的に表す方法と考え方を学んでい
きます。（写真は磁場でコマが浮いて回っている様子）

電気電子工学科の学生と教員が活動する新たな
研究実験棟Ⅲが2020年4月に完成しました。吹き
抜け構造をもつデザイン性豊かで機能的な建物に
生まれ代わり、気持ちを新たに学生が主役の教育
と最先端の研究に邁進します。

プログラミング
プログラミングは、家電製品、電子機器、自動車など
様々なもので必要な技術となっています。最近流行
している人工知能もプログラミングが必要です。電気
電子工学科では、Python言語やC言語を学び、プロ
グラミングの基本や技法、そしてプログラミングに重
要となるアルゴリズムを学びます。

電子回路
携帯電話やパソコンなどを構成している電子回路
素子。この授業では、ダイオードやトランジスタ、
集積回路など、電子回路素子の構造や電気的
な性質を学習します。また、トランジスタを用いた
増幅回路や発振回路、アナログ変調回路などの
動作原理も学ぶほか、ブレッドボードを使った実験
も行います。

組み込みシステム
組込みシステムとは、機器の内部に組み込まれた
コンピュータシステムのこと。CPUやメモリの低価格
化が進んだ結果、身のまわりにあるほとんどの機械
には何らかの組み込みシステムが搭載されるように
なりました。そうした時代の流れを受けて、この授業
では組み込みシステムの開発ができる基礎レベル
の知識を学びます。

通信システムエネルギー工学
地球温暖化対策として、新エネルギー導入や効率的
なエネルギーの利用への関心が高まっています。この
授業では、火力、水力、原子力をはじめ、新エネルギー
である太陽光や風力などの発電システムを学ぶと
ともに、発電所から各家庭や工場への電気の流れ
を監視・コントロールする送・変電、配電のしくみを
学びます。

研究実験棟Ⅲ完成



植物油や廃油を使った環境に優しい
電気絶縁材料の開発

電気を使った液体食品や
固体（氷）食品の殺菌

天ぷらに使用された油 濾過した廃食油 廃食油から作製した
電気絶縁油

EL画像 熱画像

スマート保安

不具合診断
出力低下量の推定

ドローンに
よる点検解決策
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電気電子工学科の研究室では、「エネルギー•環境」、「電子物性•デバイス」、
「システム•情報通信」、「電子生命情報」の４つの分野で、研究に取り組んでいます。研究
※ここにご紹介するのは、代表的な研究の一部です。詳しくは、各研究室のホームページをご覧ください。

エネルギー・環境研究室

●太陽光発電システムの新たな評価・診断方法を開発

地球温暖化抑止のため再生可能エネルギーに注目が集まっています。日

本では再生可能エネルギーとして太陽光発電が期待されており、大規模なメガソーラー

が増えています。メガソーラーの場合設置するパネルの枚数が多く、設置後の保守点検

が難しいです。最近では経済産業省が推奨するスマート保安の一環としてドローンによ

る設備の監視が注目を集めています。ドローンの下部に光学カメラ、IRカメラまたはELカ

メラを取り付けて上空から撮影する方法です。これらのカメラで撮影した画像からパネル

の異常を見つけることができます。本研究室ではIR画像、EL画像からさらに詳細な情報

を得るための解析方法について研究しています。

山中教授

●エネルギーと環境を支える材料工学

電気エネルギーの発生や貯蔵、輸送、変換を環境に優しく行うための

材料工学の研究に取り組んでいます。発電所で作られた電気は送る途中損失を

少なくするため、電圧を高くしておくります。その電圧は何10万ボルトであり、材料

を劣化させます。そこで当研究室では、環境に配慮した高電圧に耐えること材料

(電気絶縁材料)の開発に取り組んでいます。液体の電気絶縁材料として、「植物

油」由来の電気絶縁油を開発しており、従来の使用されてきた鉱油の問題点で

あった環境負荷が大きい問題を解決したいと考えております。また、氷(固体)やゲ

ル状の電気絶縁材料の開発に取り組んでいます。

村本教授

●電気を利用した非加熱殺菌技術

当研究室では、「電気」を利用した液体および固体(冷凍)食品の非加熱殺

菌技術の研究に取り組んでいます。液体食品の殺菌ではパルス高電界を使っており、日本

酒や高粘度食品（蜂蜜等）などのさまざまな食品に対する殺菌実験や、微生物を選択的に

殺菌する研究に挑戦しております。また、従来の冷凍保存技術は微生物増殖が停止させる

のみでしたが、これに「電気」を加えることによって、より長時間保存可能な技術の開発に取

り組んでいます。これらの研究成果によって、食品廃棄ロスの低減や、世界中の人々へ安全

な食事を提供できる技術を開発したいと考えております。

村上准教授

●先進的な電力系統の制御・運用手法の開発

現在の電力系統では、長年にわたって培われてきた制御・運用技術によって

電力が安定に供給されています。風力発電や太陽光発電などの再生可能エネルギーの大

量導入、蓄電池や電気自動車といった新しいエネルギー機器の普及および制御リソースと

しての活用、新しい市場制度の導入検討など、将来の電力系統にはこれまでにない大きな

変化が予想されています。当研究室では、2030～2100年といった将来の電力系統を想

定し、需給バランスや適切な潮流状態を維持するための先進的な制御・運用に関する研

究に取り組んでいます。研究には主として高速計算機を使用し、系統解析のためのモデ

ル・アルゴリズムの設計・開発や、シミュレーションによる分析・評価を行っています。

益田教授



マルチエミッタ評価装置フィールド・エミッタ・アレイ

アルゴン原子の発光分布

一酸化炭素分子の発光分布

プラズマ発生装置

大気中の大気圧プラズマの様子
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電子物性・デバイス研究室

●ナノエレクトロニクスを支える電子顕微鏡技術の研究

実際に日常的にものをつくっている物質素粒子は、アップクォーク、ダウンクォーク、

電子の3種類です。電子工学とは、この電子の運動による現象やその応用を研究する学問です。

そして、粒子として考えていた電子には、粒子と波動の両方の性質が備わっています。そのために、

電子の波としての性質とその応用についての研究が進められています。また、CMOSイメージセン

サーといった半導体デバイスを用いると、電子を1個ずつカウントできます。本研究室では、この

計数技術を利用して、電子の波としての性質を調べ、電子顕微鏡や量子情報についての新しい

技術開発を進めています。具体的なテーマとしては、可干渉な電子線による計数画像の解析や、

電界レンズによる球面収差の補正などがあり、計数画像のK関数法等による解析や、電界レンズ

の静電場の解析、電子ビームの軌道のシミュレーションなどを行っています。

児玉教授

●プラズマを用いた新材料・デバイスプロセス技術の創出

プラズマを用いたモノづくり（プラズマプロセス）技術は、メモリや集積

回路などの半導体素子をはじめ、日常生活に欠かせない様々なデバイスを実現する

基幹技術となっています。このプラズマプロセスは、プラズマ内で原料ガスから生成

される物理・化学的に活性な反応活性粒子（原子・分子）や荷電粒子（イオン）に

よる、基材表面での表面反応を利用した技術です。しかし、これら粒子の反応に

ついて、まだ分かっていないことも数多くあり、次世代のデバイス製造に向けての

課題となっています。そこで、それら粒子の実計測を通じて、粒子反応を科学的に

明らかにし、制御する、高度なプラズマモノづくり技術の実現と新材料加工・合成に

関する研究を行っています。

竹田教授

●フィールド・エミッタ・アレイ（FEA）の実用化を目指して

最近の急激な半導体の微細化に伴い、電子ビームを用いた露光技術（電子線リソグラフィー）が期待されています。当研究室では、

高いビーム電流を維持したまま、広い面積

に亘り均一な電子ビームを照射できるよう

な次世代の真空電子デバイス「フィール

ド・エミッタ・アレイ（FEA）」の開発に取り

組んでいます。特に、私達の研究室では、

「マルチエミッタ評価装置」と呼ばれる

特殊な電子顕微鏡を開発し、FEAの

評価・分析に注力しています。

村田教授

●カーボンナノ材料による
　次世代電子デバイスの実現にむけて

プラズマを用いた薄膜・ナノ構造体の創成、ならびにナノ材料のグリーン

応用に取り組んでいます。例えば2次元平面状のグラフェンは、軽くて強いうえに、熱・

電気伝導性が高い等のユニークな特徴を併せ持っています。そのグラフェンを3次元

化した3Dグラフェンを、電気化学やバイオセンシング・細胞培養等の反応基材ととらえ、

表面修飾と組み合わせて、高感度電気化学センサ・バイオセンサ、環境処理・モニタリン

グ用電極、燃料電池や二次電池などエネルギーデバイスの電極等への応用を展開して

います。現在は、3Dグラフェンに酵素触媒を固定したグルコース燃料電池や、3Dグラ

フェンを正極材料に用いたリチウム硫黄電池の開発に注力しています。

平松教授



距離センサーとカメラの情報で制御するロボットアーム

ディスプレイとイメージセンサによる
可視光通信

Wi-Fi通信によるドローン屋内測位

ファイバ情報伝送実験の様子 光ファイバ温度センサ
（環境温度と光位相変化の様子）
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●持続可能社会を支える無線通信システム

環境調和型で持続発展可能な社会を支える基盤技術として、携帯電話や無

線LANといった電波はもちろんのこと、可視光や赤外光の活用を含む多様な無線通信シス

テムを研究しています。大規模災害時において情報を途切れなく供給するためにドローンを

用いて空に臨時の無線ネットワークを構築するシステムや、街中にあるデジタルサイネージを

用いて一般向けの視覚情報だけでなくその人に合わせたデータ情報を提供するための可

視光データ通信、次世代の携帯電話Beyond 5G/6Gに向けて近傍端末が互いに協調す

ることで大規模な空間多重伝送を実現する技術などについて検討しています。　

岡田教授

システム・情報通信研究室

●実環境で動作するロボットビジョンの開発

人を超える知覚をロボットに与えるため、ロボットの目となるロボットビジョ

ンを研究しています。特定の環境で人を超える知覚を持つロボットは存在しますが、人が

活動する全環境で動作することを考えた場合、まだまだ人を超えられません。例えば自

動運転車の目となるカメラは、逆光時や暗い場所では、障害物を見失うこともあります。

そこで、人の五感にはないロボットならではのセンサーや、知覚しやすいようにロボット自

身が体を動かすという身体性の利用で、人を超える知覚をロボットに与える研究をして

います。研究成果は、自動運転やロボットアームの制御に応用しています。

田崎准教授

●機械学習に基づくコンピュータビジョン

深層学習を用いた画像認識、いわゆるAIの研究を行っています。現在、

AIはあらゆる研究分野で必要とされる技術となっており、堀田研究室では、医学、細胞

生物学、植物学、材料工学、土木工学、スポーツ健康科学などの様々な分野の研究

者達と融合研究を行っています。AI分野では大量の教師付きデータがあることが前提

であり、この前提の下で様々な改良が行われていますが、異分野との融合研究ではこ

の前提条件が成り立たないケースが多く、AI自体を改良する必要があります。そこで、

実問題に有効かつ一般性のある新しいAIの研究をしています。

堀田教授

●可視光を用いた無線通信技術の開発／ロボット制御のための無線通信技術の開発 

照明やディスプレイのLEDを送信機、室内カメラやスマー

トフォンのイメージセンサを受信機とする可視光通信技術を開発していま

す。人の色知覚特性を利用した変復調、機械学習を利用した信号検出な

ど、通信技術と映像技術を融合した研究を進めています。また、ドローンや

ロボットの高信頼な遠隔制御を行うための無線通信技術を開発していま

す。自律分散制御に適した通信方式、Wi-Fi通信を利用した屋内測位な

ど、通信技術と制御技術を融合した研究を進めています。

小林准教授

●次世代光ファイバ通信方式の開発と環境センシングへの応用

光ファイバ通信技術を中心に、次世代高速通信方式と機械学習の

適用に関する研究、光ファイバセンサ応用の研究に取り組んでいます。特に最近

は、次世代光アクセスネットワークの長延化あるいは低消費電力化に貢献し得る

時間領域インデックス変調方式を提案しています。また、並行して光ファイバのセ

ンサ応用に関する研究をしています。光ファイバ温度センサに光コヒーレント検波

技術を適用し世界最高水準の高感度検出に成功すると共に広域分布計測型

地震計への応用を目指しています。

今宿教授



研究室で開発した
低温大気圧プラズマ

プラズマ照射型細胞培養マイクロシステム
筋芽細胞から
つくった筋繊維

半導体プロセス用プラズマ処理装置

細胞培養デバイスチップ

研究室で作製した
半導体トランジスタの電子顕微鏡写真

半導体トランジスタの
電気特性評価の様子

作製した
半導体チップ

薄い灰色の部分：半導体層
（金属酸化物：IGZO）

ドレイン電極
（チタン）

ソース電極
（チタン）
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※ここにご紹介するのは、代表的な研究の一部です。詳しくは、各研究室のホームページをご覧ください。

電子生命情報研究室

●低温大気圧プラズマのバイオ•環境への応用

プラズマとは気体がイオン化してイオンと電子がほぼ同量になってい

る状態であり、気体の温度を1万度以上にする必要があります。しかしながら、電気

電子の最新技術を使うと気体の温度は室温程度の低温でプラズマを大気圧下で

発生させることができます。この低温大気圧プラズマを使うことで、従来では難し

かった生体や液体にプラズマを照射することが可能となり、医療や農業への応用

技術が発展してきました。当研究室で高密度の低温大気圧プラズマを生成する技

術を開発し、農業、環境保全や医療分野へ応用する研究を進めております。

伊藤教授

●高速処理・低消費電力の半導体トランジスタの開発

AI社会の発展に伴って、情報エレクトロニクスデバイス（コンピュー

ターやディスプレイなど）の高速処理化や低消費電力化が求められています。これ

らを実現するために、新しい半導体材料や半導体トランジスタの開発がますます

重要になっています。本研究室では、従来のシリコンに変わる新しい金属酸化物

半導体に注目し、高速スイッチングが可能なトランジスタ、透明導電膜、パワー半

導体、スマートウインドウの他に、バイオセンサーやバイオトランジスタの開発に取

り組んでます。

太田教授

●細胞反応解析および細胞創製技術の開発

生体を構成する最小の単位ともいえる細胞は、外部

からの様々な「刺激」に対して反応します。そのため、化学試薬を加

えたり、環境温度を調節したりするなど、適切な刺激を与えれば、細

胞の生命活動を制御できます。当研究室では、マイクロデバイス技

術とプラズマ科学を駆使し、細胞の生命活動を制御するメカニズム

の解明を目指すとともに、人によって有用な細胞を創り出す革新的

技術の開発を行っています。

熊谷教授

●低侵襲な治療を目指した医療機器の開発

本研究室では、低侵襲治療に向けた医療機器の開発に取り組んでいます。低侵

襲治療とは手術の際に生じる体の損傷を極力抑えて実施する治療技術で、特に新規低侵襲

電離ガス止血デバイスの実用化研究を医療機関との連携によって進めています。この研究は

世界的にも先駆けとなるもので、学生は、3Dプリンターで電

離ガスデバイスの試作なども行っています。研究室では、この

他にも半導体などの機能性材料のプロセス技術開発、及び

宇宙工学に関する研究なども行っています。

榊田教授

●自律的なロボットの行動学習

ロボットやCGキャラクタなどによる自律的な動作学習に関する研究をして

います。試行錯誤によって得られる観測情報（周囲の画像、身体の姿勢など）から、適切

な動作を自動的に学習することを目的としていますが、特に観測される他者の振る舞いを

学習の効率化に利用するアプローチに着目しています。これは、人が日常の中で自然と

行っていることではありますが、ロボットや想像上のキャラクタの場合、直接参考にできる

ような他者が存在しない場合があります。そこで、学習者と異なる身体構造・能力・知覚情

報をもつ他者の観測を行動学習に利用するための方法論の発見を目指しています。

増山准教授

3Dプリンターで試作した電離ガスデバイス



TEL 052-832-1151（代表）
FAX 052-832-1171   
https://www.meijo-u.ac. jp/academics/sci_tech/electrical/

理工学部 電気電子工学科
〒468 -8502
名古屋市天白区塩釜口1-501

●お問い合わせは電気電子工学科へ

指定の単位を修得・卒業後実務経験で
得られる主な資格

■電気主任技術者
試験による資格取得希望者 学歴または資格と

実務経験による
資格取得希望者

実務経験履歴

認定校卒業者

一次試験免除者

一次試験

一次試験合格

二次試験

二次試験合格二次試験不合格

経済産業大臣に免状交付申請 経済産業大臣に免状交付申請

免状交付 免状交付

［４科目合格］

申請窓口は試験センター

科目合格
［１～３科目合格］

前年度の試験で
一次試験に合格した
方は今年度に限り
一次試験が
免除されます。

※２

前年度及び
前々年度の試験で
一部の科目に
合格した方

※２

資格制限は
ありません

科目合格者 新規受験者

不足単位の
科目を受験※１

不足単位の
科目に合格

所定の
単位修得者

単位不足者

取得可能な資格

最近５年間の主な就職先（五十音順）

発電所や変電所、工場、ビルなどの受電設備や配線など、
電気設備に関する保安監督を担当する技術責任者のこと。
電気設備を設置している事業主は、工事・保守や運用など
の保安の監督者として、電気主任技術者を選任しなけれ
ばならないことが法令で義務づけられています。すべての電
気工作物で従事できる第一種、電圧17万ボルト未満の第
二種、５万ボルト未満の第三種があります。

※１.

※２.
※３.

電気電子工学科は、電気主任技術者試験の認定校で
す。本学科の指定された科目の単位を修得して卒業し、
その後、所定の実務経験を積むことで、国家試験を受験
することなく、第一種・第二種・第三種電気主任技術者
免状の交付申請が可能です。 (右図は第一種電気主任
技術者の資格取得フロー)
この制度により、在学中の学びを資格取得へ直接つな
げることができます。さらに、将来のキャリアに応じて第三
種から第一種まで段階的に上位資格取得を目指すこと
ができ、電力・設備管理・エネルギー分野をはじめとする幅
広い分野で活躍するための大きな強みとなります。

㈱アイシン

アイホン㈱

㈱アドヴィックス

イビデン㈱

㈱ＮＴＴファシリティーズ

オークマ㈱

キオクシア㈱

キャノン㈱

京セラ㈱

ＣＫＤ㈱

スズキ㈱

㈱ジェイテクト

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 
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● 

● 
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● 
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● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

●

● 

●

● 

● 

● 

●

第二種
電気主任
技術者

免状取得者
第一種電気主任技術者試験

受験申込み

第一種電気主任技術者

※3

シーキューブ㈱

住友電装㈱

大同特殊鋼㈱

中部電力㈱

中部電力パワーグリッド㈱

㈱中部プラントサービス

㈱デンソー

㈱デンソーウェーブ

デンソーテクノ㈱

㈱トーエネック

㈱東海理化電機製作所

東海旅客鉄道㈱

東邦ガス㈱

東レ㈱

豊田合成㈱

㈱トヨタシステムズ

トヨタ自動車㈱

㈱豊田自動織機

トヨタ車体㈱

トヨタ紡織㈱

日東工業㈱

日本ガイシ㈱

日本電気㈱

㈱バッファロー

● 

● 

● 

● 

● 

●

● 

●

● 

● 

● 

●

浜松ホトニクス㈱

㈱日立製作所

㈱FUJI

ブラザー工業㈱

ホシザキ㈱

三菱電機㈱

三菱電機エンジニアリング㈱

村田機械㈱

ヤマザキマザック㈱

ヤマハ発動機㈱

㈱LIXIL

ローム㈱

認定校卒業者であっても、所定の単位を修得できていない場合、その不足単位に該当する一次試験の科目に
合格すれば、その単位を修得したと見なされます。所定の単位が習得できているかどうか不明の場合は、卒業
された学校で発行する履修単位証明書（電験用）により確認ください。
一次試験免除者及び科目合格者は、申込時にその旨記入する必要があります。　
申請により合格科目の試験が免除されます。

卒業とともに取得できる主な資格

■高等学校教諭一種免許状（理科、工業）※1
■中学校教諭一種免許状（理科）※1　
■学芸員※2

卒業とともに受験資格が得られる主な資格

■消防設備士（甲種）

卒業後実務経験で受験資格が得られる主な資格

■労働安全（衛生）コンサルタント

※1 教職課程科目の履修が必要。　※2 学芸員課程科目の履修が必要
平成25年度カリキュラム変更に伴い、取得可能な資格については、受験資格等が変
更となる可能性があります。受験される前に各資格の実施機関にご確認ください。

電気主任技術者とは？
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